
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　告

　示 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
新
設
の
届
出
が
あ
っ
た
件                           

三
〇
二 

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件
二
件                     

三
〇
三 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
り
県
が
意
見
を
述
べ
た
件                             

三
〇
四 

○
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
を
認
可
し
た
件                               

三
〇
四 

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件                                                   

三
〇
四 

　公

　告 

○
浸
水
想
定
区
域
を
指
定
し
た
件                                                 

三
〇
四 

　福
島
県
公
安
委
員
会 

○
福
島
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                                   

三
〇
五 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

告

　
　示 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
の
新
設
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
及
び
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
添
付
書
類
を
令
和
七
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
十
月
二
十
四
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部

産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労

政
課
及
び
会
津
若
松
市
観
光
商
工
部
商
工
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
七
年
六
月
二
十
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

一

　大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

（
仮
称
）
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
一
箕
町
店

　福
島
県
会
津
若
松
市
藤
原
二
丁
目
二
十
一
番
六
ほ
か 

二

　大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名

称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名 

　１

　大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者 

　
　
　名
称

　株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル 

　
　
　代
表
者
の
氏
名

　代
表
取
締
役

　大
髙

　耕
一
路 

　
　
　住
所

　福
島
県
郡
山
市
谷
島
町
五
番
四
十
二
号 

　２

　大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

　
　
　名
称

　株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル 

　
　
　代
表
者
の
氏
名

　代
表
取
締
役

　大
髙

　耕
一
路 

　
　
　住
所

　福
島
県
郡
山
市
谷
島
町
五
番
四
十
二
号 

三

　大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

　
　令
和
八
年
二
月
十
二
日 

四

　大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

　
　千
九
百
九
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

五

　大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

　１

　駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

　
　㈠

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

　
　㈡

　収
容
台
数

　七
十
台 

　２

　駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

　
　㈠

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

　
　㈡

　収
容
台
数

　五
十
八
台 

　３

　荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

　
　㈠

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

　
　㈡

　面
積

　二
百
四
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル 

　４

　廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

　
　㈠

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

　
　㈡

　容
量

　九
・
三
立
方
メ
ー
ト
ル 

六

　大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

　１

　大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

開
店
時
刻

　午
前
九
時 

閉
店
時
刻

　午
後
九
時
三
十
分 

　２

　来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

　
　
　午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

　３

　駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

　
　㈠

　数

　四
箇
所 

　
　㈡

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

　４

　荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

七

　届
出
年
月
日 

　
　令
和
七
年
六
月
十
一
日 

　（
「
別
紙
図
面
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
縦
覧
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 
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福
島
県
告
示
第
四
百
五
十
八
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
七
年

六
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振
興

部
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
七
年
六
月
二
十
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
い
わ
き
遠
野
店

　福
島
県
い
わ
き
市
遠
野
町
上
遠
野
太
田
六
十
三
番
一
ほ
か 

二

　法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
い
わ
き
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要 

　１

　交
通
に
係
る
事
項 

店
舗
沿
い
の
県
道
十
四
号
線
に
つ
い
て
、
遠
野
小
学
校
の
通
学
路
及
び
遠
野
中
学
校
の
通
学
区

域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
事
期
間
中
も
含
め
、
児
童
・
生
徒
の
通
行
の
安
全
確
保
に
十
分

に
意
を
用
い
る
こ
と
。 

　２

　騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項 

㈠

　冷
凍
機
室
外
機
（
原
動
機
の
定
格
出
力
が
七
・
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
を

設
置
す
る
場
合
は
、
施
設
設
置
の
工
事
開
始
の
三
十
日
前
ま
で
に
所
要
の
届
出
を
行
う
こ
と
。 

㈡

　建
屋
設
置
等
に
あ
た
り
、
福
島
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
規
定
す
る
騒
音
指

定
建
設
作
業
が
生
じ
る
場
合
は
、
作
業
開
始
の
七
日
前
ま
で
に
所
要
の
届
出
を
行
う
こ
と
。 

㈢

　騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
特
定
事
業
場
で
は
な
い
た
め
、
規
制
基
準
は
か
か
ら
な
い
が
、
特
定

事
業
場
に
該
当
す
る
施
設
の
変
更
・
追
加
等
を
行
っ
た
場
合
は
、
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
。 

㈣

　騒
音
そ
の
他
苦
情
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。 

　３

　廃
棄
物
に
係
る
事
項 

㈠

　産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
委
託
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
交
付
及
び
交
付
し
た

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
写
し
の
保
存
を
適
正
に
行
う
こ
と
。 

㈡

　廃
棄
物
の
保
管
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
で
規
定
す
る
保
管
基

準
を
遵
守
す
る
こ
と
。 

　４

　そ
の
他 

㈠

　ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
等
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
定
期
的
な
ゴ
ミ
拾
い
の
実
施
等
地
域
の
美
化
に

も
協
力
し
、
地
域
住
民
と
の
良
好
な
関
係
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
。 

㈡

　建
屋
建
設
等
に
あ
た
り
、
土
地
の
形
質
変
更
の
面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
場

合
は
、
土
地
の
形
質
の
変
更
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く

届
出
を
行
う
こ
と
。 

㈢

　建
築
工
事
期
間
中
又
は
営
業
開
始
後
、
苦
情
等
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
関
係
機
関

に
指
導
等
を
仰
ぎ
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。 

三

　法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要 

　
　意
見
書
の
提
出
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
五
十
九
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
七
年

六
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
南
相
馬
市
商
工
観
光
部

商
工
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
七
年
六
月
二
十
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
南
相
馬
原
町
店

　福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
日
の
出
町
百
九
番

一
ほ
か 

二

　法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
相
馬
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要 

工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
規
制
基
準
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
、
水
質
汚

濁
、
粉
じ
ん
な
ど
に
よ
り
周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
「
南
相
馬
市
環
境
基
本
条
例
」

に
基
づ
き
公
害
の
防
止
と
自
然
環
境
の
適
正
な
保
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

「
騒
音
規
制
法
」
（
又
は
「
福
島
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
」
）
の
規
定
に
基
づ
く

騒
音
特
定
（
指
定
）
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、
市
環
境
政
策
課
へ
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
「
騒
音
規
制
法
」
「
振
動
規
制
法
」
に
定
め
る
特
定
建
設
作
業
を
実
施
す
る

場
合
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

な
お
、
「
三

　騒
音
予
測
結
果
・
影
響
評
価
」
に
お
い
て
、
夜
間
に
一
部
の
地
点
で
環
境
基
準
を

超
過
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
環
境
基
準
と
地
域
住
民
へ
の
配
慮
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

三

　法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要 

　１

　意
見
の
提
出
者 

原
町
商
工
会
議
所 

　２

　意
見
の
概
要 

㈠

　駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
関
す
る
事
項 

ア

　国
道
六
号
か
ら
の
右
折
進
入
禁
止
に
伴
い
、
市
道
原
町
南
萱
浜
線
側
の
出
入
口
一
の
混
雑

が
見
込
ま
れ
る
。
市
道
原
町
南
萱
浜
線
は
幅
員
が
十
分
で
は
な
く
現
状
で
も
対
面
通
行
は
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
り
脆
弱
性
が
高
い
。
今
後
、
本
市
道
へ
の
負
荷
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
渋
滞
の
抑
制
等
安
全
に
配
慮
し
た
具
体
的
な
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。 

イ

　上
記
の
意
見
か
ら
国
道
六
号
か
ら
店
舗
へ
の
右
折
進
入
禁
止
措
置
に
つ
い
て
再
検
討
を
求

め
る
。 

㈡

　歩
行
者
の
通
行
の
利
便
の
確
保
等 

市
道
原
町
南
萱
浜
線
は
通
学
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
等
を
含
む
歩
行
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─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

者
の
安
全
確
保
に
配
慮
し
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。 

㈢

　そ
の
他 

市
道
原
町
南
萱
浜
線
沿
い
に
は
工
場
が
立
地
し
て
お
り
、
大
型
車
両
の
通
行
も
多
い
こ
と
か

ら
、
近
隣
事
業
者
等
に
対
し
店
舗
計
画
の
周
知
広
報
願
い
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
六
十
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
七

年
六
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く

り
課
、
福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振

興
部
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
七
年
六
月
二
十
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

フ
レ
ス
ポ
い
わ
き
泉
町

　福
島
県
い
わ
き
市
泉
町
下
川
字
薬
師
前
百
十
一
番
地
一
ほ
か 

二

　法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
県
の
意
見
の
概
要 

意
見
な
し
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
六
十
一
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
で
準
用
す
る
同
法
第
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
福
島
市
土
地
改
良
区
が
福
島
市
土
地
改
良
区
維
持
管
理
事
業
に
係
る
土
地

改
良
事
業
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
七
年
五
月
十
四
日
認
可
し
た
。 

令
和
七
年
六
月
二
十
四
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
六
十
二
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
喜
多
方

建
設
事
務
所
で
令
和
七
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
七
年
六
月
二
十
四
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

路

　
　
　線

　
　
　名

供

用

開

始

の

区

間

供

用

開

始
の

期
日

県
道
熱
塩
加
納
山
都
西

喜
多
方
市
山
都
町
一
ノ
木
字
西
高
石
乙

令
和
七
年
六
月
二
五
日

　

会
津
線

　
　
　
　
　
　
四
一
二
二
番
三
地
先
か
ら

　
　
　
　
　

同

　
　市
山
都
町
一
ノ
木
字
東
高
石
乙

四
三
四
四
番
七
八
地
先
ま
で

　
　
　
　

（
道
路
計
画
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

公

　
　告 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

公
告
第
百
三
十
八
号 

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
く
る

み
川
、
鯉
川
、
六
角
川
及
び
百
日
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
指
定
し
、
指
定
の
区
域
及
び
浸
水

し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
た
。 

こ
の
指
定
に
係
る
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
河
川
整
備
課
及
び
福
島
県
県
北
建
設
事

務
所
企
画
管
理
部
管
理
課
に
備
え
置
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。 

令
和
七
年
六
月
二
十
四
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

（
河
川
整
備
課
） 

 

　
　
　
　
　
　

 

福
島
県
公
安
委
員
会 
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  福 島 県 道 路 交 通 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  
    令 和 ７ 年 ６ 月 24 日  
                                      福 島 県 公 安 委 員 会 委 員 長   山   本   真   一    
福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 ３ 号  

福 島 県 道 路 交 通 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  
  福 島 県 道 路 交 通 規 則 （ 昭 和 35 年 福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 14 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改
正 す る 。  

第 ２ 条 の ３ 第 １ 項 第 ３ 号 キ 中 「 し 、 又 は 携 帯 」 を 削 り 、 同 号 キ (ｸ) か ら (ｼ) ま で を 同 号 キ
(ｹ) か ら (ｽ) ま で と し 、 同 号 キ (ｷ) の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

(ｸ)   保 健 師 、 看 護 師 又 は 准 看 護 師 が 医 師 の 指 示 を 受 け 、 緊 急 の 訪 問 看 護 を 行 う た め
使 用 中 の 車 両 又 は 助 産 師 が 緊 急 訪 問 の た め に 使 用 中 の 車 両  

第 ２ 条 の ３ 第 １ 項 第 ４ 号 エ 中 「 し 、 又 は 携 帯 」 を 削 り 、 同 号 オ 中 「 し 、 又 は 携 帯 」 を
削 り 、 同 号 オ (ｴ) 中 「 児 童 福 祉 法 第 21 条 の ５ の 規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 慢 性 疾
患 及 び 当 該 疾 患 ご と に 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 疾 患 の 状 態 の 程 度 （ 平 成 17 年 厚 生 労 働 省 告
示 第 23 号 ） 第 ８ 表 」 を 「 児 童 福 祉 法 第 ６ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣 が 定
め る 小 児 慢 性 特 定 疾 病 及 び 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 当 該 小 児 慢 性 特 定 疾 病 ご と に 厚 生
労 働 大 臣 が 定 め る 疾 病 の 状 態 の 程 度 （ 平 成 2 6 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 4 7 5 号 ） 第 1 4 表 」 に 改
め 、 「 （ 以 下 「 紫 外 線 要 保 護 者 」 と い う 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 第 ２ 項 中 「 同 項 第 ３ 号 キ の
標 章 に あ つ て は 様 式 第 １ 号 の ４ の 申 請 書 を 、 同 項 第 ４ 号 エ の 標 章 に あ つ て は 様 式 第 １ 号
の ５ の 申 請 書 を 、 同 号 オ の 標 章 に あ つ て は 様 式 第 １ 号 の ６ 」 を 「 様 式 第 １ 号 の ４ 」 に 改
め 、 同 条 第 ３ 項 第 １ 号 ア 及 び イ を 次 の よ う に 改 め る 。  

ア   当 該 車 両 に 係 る 自 動 車 検 査 証 の 写 し 又 は 自 動 車 検 査 証 記 録 事 項 が 記 載 さ れ た 書 面  
イ   当 該 車 両 に 係 る 第 １ 項 第 ３ 号 キ 又 は 第 ４ 号 エ に 規 定 す る 用 務 を 疎 明 す る 書 面  
第 ２ 条 の ３ 第 ３ 項 第 ２ 号 ア 中 「 疎 明 」 を 「 証 明 」 に 改 め 、 同 号 イ を 次 の よ う に 改 め る 。  
イ   標 章 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 が 本 人 で あ る こ と を 確 認 す る に 足 り る 書 面  
第 ２ 条 の ３ 第 ５ 項 中 「 自 動 二 輪 車 を 除 く 自 動 車 に あ つ て は そ の 前 面 」 を 「 車 両 」 に 改

め 、 「 し 、 自 動 二 輪 車 を 除 く 自 動 車 以 外 の 車 両 に あ つ て は 当 該 標 章 を 携 帯 」 を 削 り 、 同
条 第 ６ 項 第 ２ 号 中 「 し 、 又 は 携 帯 」 を 削 り 、 同 条 中 第 ８ 項 を 第 10 項 と し 、 同 条 第 ７ 項 第
１ 号 中 「 前 項 」 を 「 第 ６ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ９ 項 と し 、 同 条 第 ６ 項 の 次 に 次 の ２
項 を 加 え る 。  
７   第 ４ 項 に 規 定 す る 標 章 の 再 交 付 を 受 け よ う と す る 者 は 、 様 式 第 １ 号 の ５ の 申 請 書 を

公 安 委 員 会 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  
８   第 ４ 項 に 規 定 す る 標 章 の 記 載 事 項 を 変 更 し よ う す る 者 は 、 様 式 第 １ 号 の ６ の 届 出 書

及 び 記 載 事 項 の 変 更 を 証 す る 書 面 を 公 安 委 員 会 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
第 ７ 条 第 ２ 項 第 １ 号 ア 中 「 第 ５ 項 」 を 「 第 ４ 項 」 に 改 め 、 同 項 第 ３ 号 イ 中 「 著 し く 困

難 で あ る 」 を 「 お よ そ 不 可 能 」 に 改 め 、 同 項 第 ４ 号 中 「 著 し く 」 を 削 り 、 同 号 ア 中 「 又
は 」 を 「 若 し く は 」 に 、 「 積 卸 し で 」 を 「 積 卸 し 又 は 身 体 の 障 害 そ の 他 の 理 由 に よ り 移
動 が 困 難 な 者 の 輸 送 の た め に 」 に 、 「 車 両 」 を 「 場 合 」 に 改 め 、 同 号 イ 中 「 車 両 の 」 を
「 車 両 」 に 、 「 用 務 地 」 を 「 当 該 用 務 地 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 第 ２ 号 を 次 の よ う に 改 め
る 。  

⑵   当 該 車 両 に 係 る 自 動 車 検 査 証 の 写 し 又 は 自 動 車 検 査 証 記 録 事 項 が 記 載 さ れ た 書 面  
第 ７ 条 第 ３ 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  
⑶   当 該 車 両 に 係 る 第 ２ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 用 務 を 疎 明 す る 書 面  
第 ７ 条 第 ６ 項 中 「 自 動 二 輪 車 を 除 く 自 動 車 に あ つ て は そ の 前 面 」 を 「 車 両 」 に 改 め 、

「 し 、 自 動 二 輪 車 を 除 く 自 動 車 以 外 の 車 両 に あ つ て は 当 該 許 可 証 を 携 帯 」 を 削 り 、 同 条
に 次 の ３ 項 を 加 え る 。  
７   第 ５ 項 に 規 定 す る 許 可 証 の 再 交 付 を 受 け よ う と す る 者 は 、 様 式 第 ７ 号 の １ の 申 請 書

を 許 可 証 の 交 付 を 受 け た 警 察 署 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  
８   第 ５ 項 に 規 定 す る 許 可 証 の 記 載 事 項 を 変 更 し よ う す る 者 は 、 様 式 第 ７ 号 の ２ の 届 出

書 及 び 記 載 事 項 の 変 更 を 証 す る 書 面 を 許 可 証 の 交 付 を 受 け た 警 察 署 長 に 届 け 出 な け れ
ば な ら な い 。  

９   第 ５ 項 に 規 定 す る 許 可 を 受 け た 者 は 、 許 可 期 間 の 満 了 、 駐 車 許 可 の 取 消 し 等 に よ り 、
交 付 さ れ た 許 可 証 が 不 要 と な っ た 場 合 、 許 可 証 を 廃 棄 し な け れ ば な ら な い 。  

  別 表 第 ３ 一 般 国 道 118 号 の 項 中 を 次 の よ う に 改 め る 。  
 
 一 般 国 道 118 号  東 白 川 郡 矢 祭 町 大 字 石 原 字 道 下 91 番 １ 地 先 か ら 須 賀 川 市 和 田
 字 番 屋 68 番 ２ 地 先 ま で

─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
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─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

南 会 津 郡 下 郷 町 大 字 湯 野 上 字 大 道 通 甲 87 番 １ 地 先 か ら 会 津 若
松 市 一 箕 町 大 字 亀 賀 字 川 西 123 番 地 先 ま で

会 津 若 松 市 門 田 町 大 字 一 ノ 堰 字 村 西 767番 １ 地 先 か ら 同 市 工 業
団 地 310 番 ５ 地 先 ま で

会 津 若 松 市 飯 寺 北 三 丁 目 ８ 番 6 6 地 先 か ら 同 市 町 北 町 中 沢 西 1 0
番 地 先 ま で

  別 表 第 ３ 県 道 江 名 常 磐 線 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  
 
 県 道 土 湯 温 泉 線  福 島 市 松 川 町 沼 袋 字 北 原 82 番 地 先 か ら 同 市 松 川 町 沼 袋 字 北 原
 90 番 １ 地 先 ま で

  別 表 第 ３ 市 道 （ 福 島 市 ） 百 目 木 ・ 原 野 町 線 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  
 
 市 道 （ 福 島 市 ） 一  福 島 市 松 川 町 字 一 人 子 20 番 １ 地 先 か ら 同 市 松 川 町 金 沢 字 地 蔵
 人 子 ・ 地 蔵 田 線 田 １ 番 ４ 地 先 ま で

市 道 （ 福 島 市 ） 土  福 島 市 松 川 町 金 沢 字 堀 切 １ 番 ５ 地 先 か ら 同 市 松 川 町 沼 袋 字 北  
戸 目 喜 ・ 天 王 原 線 原 80 番 １ 地 先 ま で

  別 表 第 ３ 市 道 （ 郡 山 市 ） 大 町 大 槻 線 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  
 
 市 道 （ 郡 山 市 ） 三  郡 山 市 待 池 台 二 丁 目 ２ 番 １ 地 先 か ら 同 市 待 池 台 二 丁 目 ６ 番 地  
 穂 田 熱 海 線  先 ま で

郡 山 市 待 池 台 二 丁 目 ６ 番 地 先 か ら 同 市 熱 海 町 安 子 島 四 ツ 谷 249
番 地 先 ま で

郡 山 市 熱 海 町 安 子 島 四 ツ 谷 2 4 9 番 地 先 か ら 同 市 熱 海 町 上 伊 豆  
島 作 耕 地 39 番 ２ 地 先 ま で

市 道 （ 郡 山 市 ） 上  郡 山 市 熱 海 町 上 伊 豆 島 作 耕 地 39 番 ２ 地 先 か ら 同 市 熱 海 町 上 伊
伊 豆 島 長 橋 線 豆 島 一 丁 目 １ 番 10 地 先 ま で

市 道 （ 郡 山 市 ） 荒  郡 山 市 安 積 荒 井 一 丁 目 50 番 地 先 か ら 同 市 菜 根 五 丁 目 10 番 14 地
井 八 山 田 線 先 ま で

  様 式 第 １ 号 及 び 様 式 第 １ 号 の ２ を 次 の よ う に 改 め る 。  
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様式第１号（第２条の３関係）
（表）

記号及び番号 警第 号
通 行 禁 止 除 外 指 定 車

（ 使用中）

自 動 車 登 録 番 号

又 は 車 両 番 号

区域又は道路の区間

有 効 期 限 年 月 日

発 行 日 年 月 日

福島県公安委員会

（裏）

注 意 事 項

１ この標章を使用する場合は、車両の前面の見やすい箇所に掲出してください。

２ この標章は、交付を受けた理由以外には使用できません。

３ 現場において警察官又は交通巡視員の指示があった場合は、これに従つてください。

４ この標章を他人に譲渡し、又は貸与しないでください。

５ この標章を不正に使用した場合には、返納を命ぜられることがあります。

備考
１ 用紙の大きさは、縦13センチメートル、横18センチメートルとする。
２ 用紙の地の色彩は白色とし、外枠及び「通行禁止除外指定車」の文字の色彩は黄色

とし、その他の文字の色彩は黒色とする。
３ （ ）内には、「郵便物集配」、「緊急往診」等標章を使用する理由を記載する。
□ 被交付者等

住所 氏名

印
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様式第１号の２（第２条の３関係）
（表）

記号及び番号 警第 号
駐 車 禁 止 除 外 指 定 車

（ 使用中）

自 動 車 登 録 番 号

又 は 車 両 番 号

区域又は道路の区間
運 転 者 の 連 絡 先 別紙のとおり
有 効 期 限 年 月 日

発 行 日 年 月 日

福島県公安委員会

（裏）

注 意 事 項

１ この標章を使用する場合は、別に連絡先を記載した紙とともに車両の前面の見やすい
箇所に掲出してください。

２ この標章は、交付を受けた理由以外には使用できません。

３ 現場において警察官又は交通巡視員の指示があった場合は、これに従つてください。

４ この標章を他人に譲渡し、又は貸与しないでください。

５ この標章を不正に使用した場合には、返納を命ぜられることがあります。

備考
１ 用紙の大きさは、縦13センチメートル、横18センチメートルとする。
２ 用紙の地の色彩は白色とし、外枠及び「駐車禁止除外指定車」の文字の色彩は赤色

とし、その他の文字の色彩は黒色とする。ただし、特に必要がある場合には、記載内
容の視認性を損なわない範囲で白色以外の地の色彩又は地紋入りの用紙を用いるこ
とができる。

３ （ ）内には、「郵便物集配」、「緊急往診」、「患者輸送」等標章を使用する理由を記
載する。

□ 被交付者等 ※ 法人については当該法人の所在地及び担当所属を記載する。
住所 氏名

印
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  様 式 第 １ 号 の ４ 、 様 式 第 １ 号 の ５ 及 び 様 式 第 １ 号 の ６ を 次 の よ う に 改 め る 。  
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様式第１号の４（第２条の３関係） 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 

除外標章交付申請書 
年   月   日 

     公安委員会 殿 

住 所 （ 所 在 地 ）  

ふ り が な  

氏 名 （ 名 称 ）  

電 話 番 号 
そ の 他 の 連 絡 先  

標 章 の 名 称  

番 号 標 に 表 示 
さ れ て い る 番 号  

除 外 を 受 け よ う 
と す る 期 間  

除 外 を 受 け よ う 
と す る 区 間  

除 外 を 受 け よ う 
と す る 理 由 

□ 以下の公安委員会が定める業務に使用する 
 
 
 
 
 
 
 
□ 以下の公安委員会が定める障害を持つ者が乗車する 
 
 
 
 
 
 
 

備 考  
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様式第１号の５（第２条の３関係） 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 

除外標章再交付申請書 
年   月   日 

     公安委員会 殿 

住 所 （ 所 在 地 ）  

ふ り が な  

氏 名 （ 名 称 ）  

電 話 番 号 
そ の 他 の 連 絡 先  

標 章 の 名 称  

標 章 番 号  

標 章 交 付 年 月 日  

再交付申請の理由 

 

備 考 
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様式第１号の６（第２条の３関係） 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 

除外標章記載事項変更届 
年   月   日 

     公安委員会 殿 

住 所 （ 所 在 地 ）  

ふ り が な  

氏 名 （ 名 称 ）  

電 話 番 号 
そ の 他 の 連 絡 先  

標 章 の 名 称  

標 章 番 号  

標 章 交 付 年 月 日  

変 更 の 内 容 

 

変 更 の 理 由 

 

備 考 
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  様 式 第 ７ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

様式第７号（第７条関係） 

備考 １ 申請者は太枠内を記入すること。 
   ２ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 

  

駐車許可申請書 
年   月   日 

     警察署長 殿 
 

住所（所在地）                 
  

申請者 氏名（名称）                  
 

電話                      
                    

番 号 標 に 表 示 
さ れ て い る 番 号  

許可を受けようと 
す る 日 時 期 間  

許可を受けようと 
す る 場 所  

許可を受けようと 
す る 理 由  

 
第    号 
 

駐 車 許 可 証 
 

条 件 
 

上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。 
 
 
 
 
 

年    月    日     
 

           警 察 署 長   印   
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  様 式 第 ７ 号 の 次 に 次 の ２ 様 式 を 加 え る 。  
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様式第７号の１（第７条関係） 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 

駐車許可証再交付申請書 
年   月   日 

     警察署長 殿 

住 所 （ 所 在 地 ）  

氏 名 （ 名 称 ）  

電 話 番 号 
そ の 他 の 連 絡 先  

許 可 証 番 号 
 

許可証交付年月日 
 

再交付申請の理由 

 

備 考 
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様式第７号の２（第７条関係） 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 

駐車許可証記載事項変更届 
年   月   日 

     警察署長 殿 

住 所 （ 所 在 地 ）  

氏 名 （ 名 称 ）  

電 話 番 号 
そ の 他 の 連 絡 先  

許 可 証 番 号 
 

許可証交付年月日 
 

変 更 の 内 容 

 

変 更 の 理 由 

 

備 考 
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附   則  
（ 施 行 期 日 ）  

１   こ の 規 則 は 、 令 和 ７ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
（ 経 過 措 置 ）  

２   こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 交 付 さ れ て い る 改 正 前 の 福 島 県 道 路 交 通 規 則 （ 以 下 「 改 正
前 の 規 則 」 と い う 。 ） 様 式 第 １ 号 及 び 様 式 第 １ 号 の ２ に よ る 標 章 は 、 改 正 後 の 福 島 県
道 路 交 通 規 則 （ 以 下 「 改 正 後 の 規 則 」 と い う 。 ） 様 式 第 １ 号 及 び 様 式 第 １ 号 の ２ に よ
る 標 章 と み な す 。  

３   こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 交 付 さ れ て い る 改 正 前 の 規 則 第 ７ 条 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 様
式 第 ７ 号 の 許 可 証 は 、 改 正 後 の 規 則 第 ７ 条 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 交 付 さ れ た 許 可 証 と み
な す 。  

４   こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 作 成 さ れ て い る 改 正 前 の 規 則 に 定 め る 様 式 に よ る 用 紙 は 、
所 要 の 調 整 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。  

                                                                （ 交 通 規 制 課 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

再生紙を使用しています。 【定価　１箇月 3,560円】 発行者　福　　　　島　　　　県
印刷所　株式会社　第　一　印　刷
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